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窒化物半導体は、その混晶組成により赤外から紫外域の光を吸収することが可能であり、太陽

光を利用した光水分解用陽極の光吸収層として有望な材料である[1]。c 面 AlGaN/GaN ヘテロ構造

では、窒化物半導体に特有の大きな分極電界を利用できるため、光吸収層で発生した電子と正孔

を効率的に分離することが可能となる。これまで我々は、高効率・長寿命化に向け、助触媒とな

る NiO の形成法[2]や反応抵抗[3]に関して評価してきた。今回、光吸収層である AlGaN の組成を

変えた光陽極を作製し、光電流やその安定性、水素・酸素生成量について評価したので報告する。

MOCVD法によりAlxGa1-xN/n-GaN ([Si] = 3 × 1018 cm-3)構造を成長した。AlGaNの膜厚は 100 nm、

Al 組成は x = 0.02 から x = 0.26 で作製している。成長した試料上に Ni (1 nm)を蒸着後、290 °C で

60 分間、O3雰囲気で熱処理を行った。これらの試料を光電気化学反応セルの陽極として用い、陰

極には白金線を用いた。電解液は 1 mol/L の NaOH である。光源には、キセノンランプ（朝日分

光 MAX-303 UV-VIS タイプ、445 nm 以上カットフィルター使用）を用い、光強度が波長 365 nm
以下で 2.2 mW/cm2 になるよう調整し試料に照射した[2, 3]。

AlGaN 光吸収層の Al 組成を低くすると光電流密度（光照射 1 時間後）は増加している（Fig. 1）。
これは、Al 組成が低くなることで光吸収端が低エネルギー側にシフトし、光吸収量が増加するこ

とに対応している。Al 組成が低くなると分極電界が小さくなるが、発生した電子と正孔の分離へ

の影響は少ないと考えられる。ガスクロマトグラフィにより定量した水素と酸素の生成比は、い

ずれの試料においても 2:1 であり、またその生成量は光電流値に比例していた。このことから、

光陽極における半導体のエッチング反応は少ないと考えられる。光強度や電解液の経時変化を考

慮していないが、光照射 90 時間後においても照射初期と比較し 65%程度の光電流を実現しており

（Fig. 2）、長寿命化においても期待が持てる結果である。
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Fig. 1. Photocurrent density after 1 hour 
light irradiation as a function of Al content 
in AlGaN photoabsorption layer.

Fig. 2. Stability of photocurrent density.
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